
7月7日、ゆうホールで、町内3幼稚園合同の「七

夕まつり」がおこなわれました。 

七夕のお話を聞いたあと、それぞれのクラスごと

にゲームを楽しみ、最後は全員でダンスや歌を合唱

し、楽しいひとときを過ごし、交流を深めました。 

七夕まつりで交流を深める 

歯のひろばなど 
みんなの広場 

明るい選挙啓発ポスターと標語の募集など 

町職員の募集など 
行政ニュース 
ファミリー・サポート制度 
あなたの子育て応援します 

INFORMATION

女たちの善光寺参り（8） 
ふるさとの旅日記 

6P

4P

13P

20P

2P

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

AUGUST
2006 平成18年 

8 1
No.716



子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
〔
お
ね
が
い
会

員
〕
と
、
子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
人
〔
ま
か
せ

て
会
員
〕
が
登
録
会
員
と
な
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な
っ
た
と

き
に
有
償
で
託
児
を
お
こ
な
う
相
互
援
助
の
組
織

で
す
。
 

子
育
て
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
が
、
困
っ
た
と

き
に
頼
れ
る
心
強
い
制
度
で
す
。
 

平
日
…
児
童
１
人
に
つ
き
、
１
時
間
あ
た
り
7
0
 

0
円
 

土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
…
児
童
１
人
に
つ

き
、
１
時
間
あ
た
り
8
0
0
円
 

※
同
時
に
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
預
け
る
と
き
は
、
2

人
目
以
降
は
半
額
で
す
。
 

制
度
を
利
用
で
き
る
時
間
は
、
午
前
8
時
か
ら

午
後
8
時
ま
で
の
間
で
す
。
 

・
保
育
所
や
幼
稚
園
、
仲
よ
し
学
級
へ
の
送
迎
 

・
学
校
が
夏
休
み
の
と
き
 

・
急
な
仕
事
が
入
っ
た
と
き
 

・
保
護
者
の
通
院
や
習
い
事
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
い
と
き
 

・
冠
婚
葬
祭
の
と
き
 

・
参
観
日
や
懇
談
会
な
ど
に
出
席
し
た
い
と
き
 

こ
れ
ら
は
一
例
で
す
。
困
っ
た
と
き
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

会
員
の
登
録
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

社
会
福
祉
課
（
事
務
局
）
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
ご
記
入
の
う
え
、
登
録
の
手
続
き
を
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

登
録
後
、
ま
か
せ
て
会
員
は
講
習
会
を
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

年
間
2
、
3
回
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
で
、
登
録

の
出
張
受
付
と
あ
わ
せ
て
制
度
の
説
明
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
日
程
は
、
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

▽
お
ね
が
い
会
員
 

町
内
在
住
で
、
満
3
か
月
か
ら
10 
歳
ま
で
の
子

ど
も
の
い
る
、
子
育
て
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い

る
人
 

▽
ま
か
せ
て
会
員
 

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
自
宅
で
子
ど
も
を

預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
が
お
こ
な
う
講
習
会
を
必
ず

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
お
ね
が
い
会
員
と
ま
か
せ
て
会
員
の
両
方
を
兼

ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

①
会
員
登
録
 

②
事
前
打
ち
合
わ
せ
 

事
務
局
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
顔
合
わ
せ

を
お
こ
な
い
ま
す
。
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
 

③
援
助
の
申
し
込
み
 

援
助
を
依
頼
し
た
い
日
時
が
決
ま
れ
ば
、
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

④
援
助
の
依
頼
 

依
頼
の
内
容
や
日
時
に
あ
っ
た
会
員
を
探
し
ま

す
。
 

⑤
実
際
の
活
動
 

保
育
所
な
ど
の
送
迎
な
ど
、
実
際
に
依
頼
内
容

に
よ
る
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

⑥
利
用
料
金
の
支
払
い
 

援
助
活
動
報
告
書
に
基
づ
き
、
そ
の
場
で
料
金

を
計
算
し
て
支
払
い
ま
す
。
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
っ
て
？
 

利
用
料
・
報
酬
の
基
準
 

こ
ん
な
と
き
利
用
し
て
く
だ
さ
い
 

会
員
登
録
の
方
法
 

サ
ポ
ー
ト
の
流
れ
 

会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
人
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【
あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
】
 

Ｑ
．
預
っ
た
子
ど
も
が
け
が
を
し
た
と
き
は
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。
 

Ａ
．
け
が
等
の
事
故
に
備
え
、
会
員
傷
害
保
険
・

児
童
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
の
三
つ
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
も
し
、
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た

ら
す
ぐ
に
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
保
険
料
を
会
員
が
負
担
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
 

　
し
か
し
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
の
が
一
番
で
す
。

危
険
な
場
所
が
な
い
か
ど
う
か
、
預
か
る
前
に
良

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

Ｑ
．
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に
遊
ば
せ
た
ら
よ
い
の

か
悩
み
ま
す
。
 
 

Ａ
．
事
前
に
保
護
者
と
よ
く
話
し
合
い
、
好
き
な

絵
本
や
遊
び
を
聞
い
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
ば

か
り
見
せ
る
と
い
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
遊
ん

で
い
る
間
は
目
を
離
さ
ず
、
の
び
の
び
と
遊
ば
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

Ｑ
．
依
頼
し
て
い
た
予
定
時
間
よ
り
１
時
間
早
く

迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
残
り
の
時
間
の
キ
ャ
ン
セ

ル
料
は
必
要
で
す
か
。
 
 

Ａ
．
当
日
取
り
消
し
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
の

で
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
し
て
報
酬
額
の
半
額
を
支
払

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
料
金
に
関
し
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
必
ず
事
務
局
に
確
認
し
、

相
互
の
信
頼
関
係
が
崩
れ
な
い
よ
う
、
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 
 

Ｑ
．
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。
 

Ａ
．
子
ど
も
が
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
、
ペ
ッ
ト

の
持
っ
て
い
る
菌
に
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
い
る
部
屋
に
子
ど
も
が
近
づ

か
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ペ
ッ

ト
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
も
、
事
前
に
保
護

者
と
よ
く
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

子どもを安全に楽しく預かることができるよう、
まかせて会員の知識向上を目的に、このほど、京都
市の京あんしんこども館で講習会をおこないました。 
参加者は、子どもたちの病気や、けがなどに対応
できるように、小児医療の専門的立場からの助言や
救急蘇生法を学びました。 
また、子どもたちを万が一の事故から守るために
安全な屋内の環境を再現した、「こどもセーフティ
ハウス」で、安全な環境づくりのポイントを学びま
した。 

ファミリー・サポート制度を利用され、 
まかせて会員に登録されている山口さん宅を訪問しました。 

保育所へのお迎えから、自宅で子どもさんを 
預かっておられる様子を紹介します。 

前もって保護者から保育所へ連絡を入れます。 
まかせて会員は、必ず「会員証」を 
携帯していますので安心です。 

買い物中に、 
「ついつい子どもの 
おもちゃに目が行くの」と 

笑う山口さん。 

お母さんのお迎えです。 
援助活動報告書などを作成します。 

こ
ん
な
と
き
ど
う
な
る
の
？
 

みやこ 
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電
気
は
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
、
年
々
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
電
気
設
備
機

器
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
の
発
達
と
と
も

に
、
自
動
化
、
多
機
能
化
な
ど
の
新
製
品
が
次
々

と
商
品
化
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
よ
り
豊

か
に
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
一
方
で
、
電
気
や
電
気
製
品
に
か
か

わ
る
火
災
は
、
毎
年
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
火
災
の
主
な
原
因
は
、
使
用
す
る
時

の
管
理
の
怠
り
に
よ
る
も
の
、
取
り
扱
い
の
不
注

意
に
よ
る
も
の
、
長
年
の
使
用
に
よ
る
絶
縁
性
能

の
劣
化
に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
機
会
を
通
し
て
、
節
電
と
と
も
に
、
電
気

や
電
気
製
品
の
安
全
な
取
り
扱
い
の
知
識
を
深
め

ま
し
ょ
う
。
 

  季
節
的
に
使
用
す
る
電
気
製
品
は
、
毎
年
、
使

用
す
る
前
に
必
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
 

  電
気
製
品
は
、
本
来
の
目
的
以
外
に
使
用
し
た

場
合
、
機
器
に
負
担
が
か
か
り
、
過
熱
し
て
火
災

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
使
用
に
際
し
て
は
、

取
扱
説
明
書
な
ど
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
く
使
用

し
ま
し
ょ
う
。
 

   最
近
は
、
生
活
の
中
で
家
電
製
品
や
Ｏ
Ａ
機
器

な
ど
、
数
多
く
の
電
気
製
品
を
使
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
不
足
し
、
た
こ
足

配
線
に
な
り
が
ち
で
す
。
 

コ
ン
セ
ン
ト
の
許
容
量
を
超
え
て
電
気
製
品
を

使
用
す
る
と
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
発
熱
し
て
火
災
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
傷
つ
い
た
コ
ー
ド
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
と
、
そ
の
部
分
が
過
熱
し
て
出
火
す
る
場
合
も

あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
傷
ん
だ
コ
ー
ド
な
ど
は
、

取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。
 

   長
期
間
コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
ほ
こ
り
が
た
ま
り
、
湿
気

等
に
よ
っ
て
放
電
（
通
電
）
が
起
こ
り
、
火
花
を

飛
ば
す
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
か
ら
火
災
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

定
期
的
に
電
源
プ
ラ
グ
を
点
検
し
、
掃
除
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

電
気
製
品
は
便
利
な
も
の
で
す
が
、
誤
っ
た
使
い
方
を
し
た
り
、
故
障
し
た
ま
ま
使
っ

て
い
た
り
す
る
と
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
火
災
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
電
気
製
品
は
安
全
に
取
り
扱
い

ま
し
ょ
う
。
 

電
気
火
災
を
防
ご
う
！
 

【第1次試験】 
日時／9月17日a　午前9時から 
場所／久御山町役場 
試験内容／教養試験、事務適性検査、

集団面接（事務職①のみ教養試験、
事務適性検査結果上位者について
後日実施します） 

【第2次試験】 
日時・場所／11月上旬。第1次試験合

格者に文書で通知します。 
試験内容／作文試験、面接試験 
受験申込書 
受験申込書は総務課にあります。ま

た、町ホームページ（http://www.town. 
kumiyama.kyoto.jp）からもダウンロ
ードできます。 

受付期間 
受験申込書に必要事項をご記入のう

え、必要書類を添えて8月7日bから
18日fまでの間に、総務課へ提出して
ください。郵送による受け付けは、お
こないません。 

※土・日曜日を除く、午前8時30分か
ら午後5時まで。 
問い合わせ 
詳しくは、総務課へお問い合わせく
ださい。 

平成19年4月1日採用予定の

久御山町職員採用試験を、次の

とおり実施します。 

点
検
を
忘
れ
ず
に
 

使
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
 

た
こ
足
配
線
は
 

 
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
 

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
 

 
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
 

△
 

△
 

△
 

町職員を募集します 

児童扶養手当 特別児童扶養手当 

　職　種 

事務職① 

 

事務職② 

身体障害 
者を対象 

採用予定人員 

若干名 

 

2名 

（　　　　） 

受　験　資　格 

1　昭和55年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人 

2　高等学校卒業程度以上の学力を有する人 

1　昭和46年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人 

2　高等学校卒業程度以上の学力を有する人 

3　身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が1級から 

 　 6級までの人 

4　自力により通勤でき、介護者なしに職務の遂行が可能な人 

5　活字印刷文（点字は除く）による出題に対応できる人 
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い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
各
種
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
を
指
導
員
と
と
も
に
使
用
し
、
健
康
管
理

と
介
護
予
防
、
自
立
回
復
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
個
人
の
デ
ー
タ
を
登
録
、
管
理
し
、
個
人

に
適
し
た
指
導
が
で
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

を
使
っ
た
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
荒
見
苑
や
地
域
の
公
会
堂
な
ど
で
も
で

き
る
よ
う
、
出
張
型
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
単
位
ご
と
に

実
施
し
ま
す
の
で
、
地
域
の
公
会
堂
な
ど
で
実
施

を
希
望
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
い
き
い
き
ホ
ー

ル
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
日
程
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 初
回
は
、
次
の
日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
9
月
5
日
c
・
19 
日
c
・
10 
月
3
日
c
・

17 
日
c
・
31
日
c
　
い
ず
れ
も
午
前
10 
時
〜

正
午
 

場
所
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
下
表
の
と
お
り
 

定
員
／
各
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
午
前
10 
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
間

に
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
へ
本
人
が
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
可
 

　
　
　
申
し
込
み
は
、
原
則
一
人
１
日
で
す
が
、

複
数
日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
 

　
　
　
出
張
型
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

町
で
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
を
使
っ
た
出
張
型
サ
ー
ビ
ス
を
、
町
内
各
地
域
の
公

会
堂
な
ど
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

 
 
父のいない家庭の児童や父が重度障

害の状態にある家庭の児童を、安定し
た環境で心身ともにすこやかに育てる
ために、その家庭の経済的自立を支援
します。児童の母または母に代わって、
その児童を養育している人に支給され
ます。 
対象は、18歳に達する日以後、最

初の3月31日までの児童または20歳
未満で中程度以上の障害のある人で、
次のいずれかにあてはまる人です。 
・父母が離婚した後、父と別れて生活
している児童 

・父が死亡した児童 
・父の生死が不明の児童 
・父が重度障害の状態にある児童（障
害年金のほぼ1級該当程度） 

・1年以上父から遺棄されている児童 
・１年以上父が法令により拘禁されて

いる児童 
・母が婚姻によらないで出産した児童 
◎現況届の提出 
現在、児童扶養手当の受給資格があ

る人（支給停止中の人を含む）は、8
月31日eまでに、現況届と手当証書
および現況届に記入された必要書類、
印鑑をご持参のうえ、提出してくださ
い。郵送による申請はできません。 
現況届を提出されないまま2年が過

ぎると、受給資格が消滅しますのでご
注意ください。 
 

 
 
身体や精神に中程度以上の障害のあ

る児童を、家庭で養育、介護している
人に手当が支給される制度です。 
手当の対象は、20歳未満の児童で、

身体または精神に中程度以上の障害が

ある人です。ただし、児童福祉施設に
入所したときや日本に住んでいないと
きは、対象になりません。 
◎所得状況届の提出 
現在、特別児童扶養手当の支給を受
けている人は、所得状況届を8月11日
fから9月11日bまでの間に、手当証
書と必要書類および印鑑をご持参のう
え、提出してください。郵送による申
請はできません。 
【受給要件該当者は認定請求を】 
各手当は、認定請求が必要です。受
給要件に該当すると思われる人は、認
定請求書を提出してください。 
認定請求する人や扶養義務者（同居
している両親など）の所得により、受
給できない場合があります。申請に必
要な書類などについては、お気軽にお
問い合わせください。 
問い合わせ／社会福祉課 

児童扶養手当と特別児童扶養手当 児童扶養手当と特別児童扶養手当 
児 童 扶 養 手 当 

特別児童扶養手当 

 

血圧測定・問診、準備体操など 

「サッソウいきいき体操」 

　バランスディスク等を利用した 
グループレッスン 

「元気ハツラツトレーニング」 

　高齢者向けの運動機器を使用し 
た筋力活性化トレーニング 

整理体操など 

 

内　　　　容 

15　分 

 

45　分 

 

 

45　分 

 

15　分 

時　間 
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7月7日、自治会長が自由に話し合える場を提供し、活

発な自治会活動に生かしてもらうため、初めての試みとな

る「自治会長サロン」が開かれ、各地域の自治会長20人

が参加し、なごやかな雰囲気のなか、日ごろの自治会活動

のあり方などについて意見交換がおこなわれました。 

サロンに先立って、宇治警察署生活安全課によるミニ講

演会が開かれ、宇治警察署管内の犯罪件数は多いが、防犯

意識の浸透によって、減少の傾向にあると説明があり、門

灯運動で空き巣被害をなくした松陽台自治会の例をあげて

「地域ぐるみで防犯意識を高めることが大切」ですと、呼

びかけました。 

サロンは、御牧・佐山・東角の校区ごとに分かれて、町

職員がコーディネーター役を務め、地域防犯や自治会加入

率、自治会費の徴収方法、害虫駆除（ダスター）など、広

範囲にわたって活発に意見が出されました。 

また、サロン終了後の参加者アンケートでは、今後も同

サロンを継続してほしいという意見が多くありました。 

7月1日、保健センターで、

町と宇治久世歯科医師会による

「歯のひろば」が開かれ、親子

連れら約350人が、歯の検診

やブラッシング指導などを受け

ました。 

今年で、26回目を数えるこ

の催しは、子どもの虫歯予防の

ためのブラッシング指導や相談、生活習慣病の一つで健康

に悪影響を及ぼす歯周病の早期発見など、歯を大切にして

もらおうと毎年開いています。 

この日は、歯科医師による検診のほかにも、磨き残しを

調べるための染め出しや歯科衛生士によるブラッシングの

個別指導、フッ素塗布、歯周病の検診などを実施。参加者

全員に歯磨きセットと久味の会のみなさんの協力で、カル

シウムたっぷりの二種類のせんべいがプレゼントされ、子

どもたちは楽しく、虫歯予防を学びました。 

活発に意見を出し合う自治会長のみなさん 歯科医師による検診 

保健センター 役場コンベンションホール 

歯のひろば 

正しく磨いて虫歯予防 

自治会長サロン 

なごやかに意見交換 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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救急法講習会（7月3日・佐山小学校体育館） 
小学生夏季ドッジボール大会（7月1日・総合体育館） 



7月4日、久御山中学校で自転車通学時の事故防止のため、

町交通安全対策協議会と府自転車軽自動車商協同組合によ

る自転車の無料点検がおこなわれました。 

この点検は、夏休みを前にしたこの時期に、同校の前身

である淀中学校時代から30年以上にわたっておこなわれ

ているもので、この日は310台の自転車のブレーキやハ

ンドル、チエーンのゆるみ、防犯登録の有無などをプロの

目で手際よく点検されました。 

片田　帆風ちゃん 
かた　だ　　　ほ の か  

（平成18年3月4日生） 
笑顔がかわいい帆風。 

これからも一緒にいっぱい笑おうね。 

佐山　父　誠さん・母　津矢さん 

6月15日から7月14日までの受付分（敬称略） 

今
井
　
博
信
 

曽
束
　
　
功
 

樋
口
　
一
樹
 

松
本
　
卓
也
 

石
川
　
資
朗
 

島
　
田
 

　
〃
 

佐
　
山
 

佐
　
古
 

　
栄
 

今
井
　
尚
子
 

曽
束
　
美
果
 

樋
口
　
陽
子
 

松
本
　
　
彩
 

石
川
　
み
ほ
 

洋
志
・
美
千
子
 

篤
史
・
路
野
 

一
晃
・
　
茜
 

　
功
・
千
恵
 

隆
一
・
泰
子
 

浩
昭
・
悦
子
 

大
幸
・
明
美
 

　
武
・
涼
子
 

保
範
・
欽
子
 

勝
巳
・
知
里
 

忠
彦
・
　
幸
 

島
　
田
 

　
〃
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

田
　
井
 

田
中
　
汰
輝
 

川
下
　
倖
弥
 

下
内
　
莉
雲
 

福
島
　
沙
凡
 

井
ノ
阪
隆
太
 

三
津
村
凌
駕
 

松
下
埜
乃
華
 

村
橋
　
　
然
 

西
村
　
愛
理
 

村
井
　
里
緒
 

大
西
　
樹
奈
 

た
い
 

き
 

ゆ
き
 

や
 

 

り
　
く
 

 

さ
　
ほ
 

り
ゅ
う
 
た
 

り
ょ
う
 
が
 

 

の
　
の
　
か
 

　
　
ぜ
ん
 

 

ま
　
り
 

 

り
　
お
 

じ
ゅ
 

な
 

 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

練習に励む選手たち 自転車を念入りに点検 

久御山中学校 久御山高等学校 

自転車の無料点検 

事故防止にプロの目で点検 

全国高校総体優勝めざして 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
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いきいき健康教室（7月4日・総合体育館） 七夕まつり・あめ細工（7月6日・荒見苑） 

社会を明るくす
る運動の街頭啓

発 

（7月3日・ジャ
スコ久御山店前

） 

府立久御山高校では、今年、剣道部の男女とサッカー部、

陸上部の石橋麻衣さん（2年）、水泳部の森岡大成さん（3

年）が全国高校総体へ出場することが決まりました。 

剣道部の男女アベック出場は9年ぶり4回目で、サッカ

ー部は6年ぶり3度目の出場となります。また、陸上部の

石橋選手は800㍍と1500㍍の2種目に出場します。森

岡選手は水泳飛び込みで3年連続の出場です。選手たちは、

8月1日から始まる全国大会に向けて、猛練習中です。 

剣道部などインターハイへ出場 



  国
道
な
ど
の
大
き
な
道
路
が
整
備
さ
れ
て
便
利

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
交
通
量
が
増
加
し
、
通
行
車
両
の
排

気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
や
騒
音
で
、
環
境
が
悪

化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
を
ど
こ
で
測
定
し
て
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
環
境
測
定
を
し
て
い
く
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
一
口
・
男
性
）
 

  車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
汚
染
に
つ
い
て
は
、

抜
本
的
に
国
が
規
制
を
強
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
町
で
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
導

入
し
て
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
 

測
定
地
点
は
、
国
土
交
通
省
が
第
二
京
阪
道
路

（
佐
山
）
と
国
道
4
7
8
号
（
北
川
顔
）
の
2
箇

所
で
、
京
都
府
が
久
御
山
中
学
校
で
測
定
し
て
い

ま
す
。
 

ま
た
、
町
で
も
定
期
的
に
大
気
や
騒
音
な
ど
を

測
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
【
環
境
保
全
課
】
 

   の
っ
て
こ
バ
ス
の
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
増

え
て
い
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  

  今
年
度
予
算
額
は
4
0
0
0
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
約
3
0
0
万
円
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。
 

の
っ
て
こ
バ
ス
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に

昨
年
7
月
に
は
、
運
行
ル
ー
ト
を
見
直
し
ま
し
た
。

久
御
山
中
学
校
の
通
学
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

通
勤
時
間
に
も
合
う
よ
う
に
走
ら
せ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
利
用
さ
れ
る
人
が
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
 

鉄
軌
道
の
な
い
本
町
は
、
バ
ス
は
大
切
な
交
通

手
段
で
す
。
車
社
会
の
な
か
で
、
で
き
る
だ
け
自

家
用
車
で
は
な
く
、
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
、
特
に
高
齢
者
の
人
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
も
便
利
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

見
直
し
を
し
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

        エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

ＪＲＡ（日本中央競馬会）京都競馬場か
ら備品（机・いす）の寄贈がありました。 
これは、毎年寄贈いただいているもので、

今年も7月7日、京都競馬場の木所副場長か
ら目録の贈呈がありました。 
今回の寄贈によって、中央公民館の机や

いすは、すべてＪＲＡから寄贈いただいた
ものになりました。 
本年度の寄贈は、机13 台といす39脚です。 

寄贈された机といす 

から 
備 品 を 寄 贈  

から 
備 品 を 寄 贈  

から 
備 品 を 寄 贈  

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
環
境
測
定
は
ど
こ
で
さ
れ
て
ま
す
か
 

Q
の
っ
て
こ
バ
ス
の
今
後
の
運
営
は
 

A
国
・
府
・
町
で
そ
れ
ぞ
れ
測
定
 

し
て
い
ま
す
 

A
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
 

思
い
ま
す
 

町では、毎月第2水曜日に使用済みてんぷら油の回収をおこなってい
ます。 
自治会の公会堂等の一角をお借りできた地域では、回収日に回収用の
箱を設置していますので、午前8時30分までに栓を閉められるペットボ
トルなどに入れて、回収箱内に置いてください。 
指定回収場所に出すことができな
いときは、役場分庁舎内に常設の回
収場所（ポリタンク）を設けていま
すので、ご利用ください。 
回収できる油は、ご家庭でてんぷ
らに使用した（てんぷら油、サラダ
油、べにばな油、大豆油、オリーブ
油等）植物性の食用油です。てんぷ
らかすなどの不純物は取り除いてく
ださい。 
問い合わせ／環境保全課 

回 収 し て い ま す ！ 

至淀 

消防庁舎 

中央公民館 

役場庁舎 

ポリタンク 
設置場所 

分庁舎 

〒 

商工会館 

至
大
久
保
 

府道宇治淀線 

この　　の省エネ作戦 
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今
年
4
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
 

同
法
施
行
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

  障
害
の
あ
る
人
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
 

ま
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
思
わ
れ
た

ら
、
社
会
福
祉
課
窓
口
や
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
は
ー
も
に
ぃ
な
ど
相
談
支
援
事
業
者
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
申
請
 

相
談
さ
れ
た
う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
な
場
合
は
、
社
会
福
祉
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
ら
か
じ
め

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
や
必
要
と
思

わ
れ
る
支
給
量
な
ど
を
お
伺
い
し
ま

す
。
 

②
認
定
調
査
 

申
請
を
さ
れ
る
と
、
調
査
員
が
ご

自
宅
な
ど
に
生
活
状
況
や
障
害
の
状

況
に
つ
い
て
、
調
査
に
伺
い
ま
す
。
 

③
審
査
・
判
定
 

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
審
査
・

判
定
を
お
こ
な
い
ま
す
。
申
請
者
の

障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
生
活
状
況

な
ど
を
考
慮
し
、
審
査
会
な
ど
で
障

害
程
度
区
分
を
決
定
し
ま
す
。
 

④
認
定
・
通
知
 

障
害
程
度
区
分
や
介
護
を
す
る
人
の
状
況
、

申
請
を
さ
れ
た
人
の
要
望
な
ど
を
も
と
に
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
な
ど
を
決
め
、
申

請
を
さ
れ
た
人
に
決
定
内
容
を
通
知
す
る
と
と

も
に
、
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。
 

⑤
事
業
者
と
契
約
 

申
請
を
さ
れ
た
人
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
事
業
者
を
選
び
、
利
用
に
関
す
る
契
約
を
結

び
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
し
て
支
援
を
必

要
と
す
る
人
は
、
相
談
支
援
事
業
者
に
相
談
し

て
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
書
を
作
成
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
 

⑥
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
原
則
１
割
の

利
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯

の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
上
限
月
額
が
設
定
さ

れ
、
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

詳
し
く
は
、
広
報
く
み
や
ま
7
月
１
日
号
の

10 
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

から 
備 品 を 寄 贈  車やパソコン、携帯電話、各部屋にはテレビとエアコ

ンがあり、自宅でも外出先でも、私たちの生活はとても
豊かで便利になりました。その一方で増え続けているの
がエネルギーの消費です。 
特に夏は、エアコンや水などの使用が多くなり、エネ

ルギーの消費が増えます。エネルギーの消費を抑えるた
めに、省エネが重要です。 
しかし、便利さをあきらめたり、我慢を強いられる省

エネは長続きしません。省エネを我慢や節約といったイ
メージでとらえるのではなく、エネルギーを賢く効率的
に使った、シンプルかつスマートな生活スタイルとして
考えましょう。 

省エネのための電気の基礎 

障
害
者
 

自
立
支
援
法
②
 

障
害
者
 

自
立
支
援
法
②
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
 

　●居宅介護（ホームヘルプ） 
　●重度訪問介護 
　●行動援助 
　●療養介護 
　●生活介護 
　●児童デイサービス 
　●短期入所 
　　（ショートステイ） 
　●重度障害者等包括支援 
　●共同生活介護 
　　（ケアホーム） 
　●施設入所支援 

介護給付 訓練等給付 

障害程度が一定以上の人に 
生活または療養上の必要な 
介護をおこないます。 

身体的または社会的なリハ 
ビリデーションや就労につ 
ながる支援をおこないます。 

　●自立訓練 
 
 
　●就労移行支援 
 
 
　●就労継続支援 
 
 
　●共同生活援助 
　　（グループホーム） 

1 冷房は28℃を目安に温度設定 
軽装に心がけましょう。 

2 冷房の使用は最小限に 
涼しいときは消しましょう。 

3 テレビをつけっぱなしにしない 
別の用事を始めたり、見ていないときは消しましょう。 

4 使わない電気製品はプラグを抜く 
ビデオデッキやパソコンなどのプラグを抜いて待機時の消費電力をなくしましょう。 

5 人のいない部屋は消灯 
こまめにスイッチを切る習慣を身につけて、消し忘れをなくしましょう。 

6 冷蔵庫は物を詰め込みすぎず整理整頓 
扉の開閉回数を減らし、開けている時間も短くしましょう。 

7 入浴時のお湯やシャワーの使いすぎに注意 
追い炊きを減らし、湯量やシャワーの流しっぱなしに気をつけましょう。 

8 洗濯はまとめ洗い 
洗濯機の容量を考慮し、少ない回数で効率よくしましょう。 

9 駐停車時はアイドリングストップ 
ムダなアイドリングはやめましょう。 

10 近場への外出は車に乗らない 
自転車や徒歩、公共交通機関で出かけましょう。 

省エネのポイント この　　の省エネ作戦 夏 この　　の省エネ作戦 
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「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリーズで紹
介しています。 

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
の

内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

   適
度
な
運
動
習
慣
は
、
肥
満
・
動
脈
硬
化
・
高

血
圧
な
ど
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
低
下
さ
せ
、

脳
卒
中
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
な
ど
を
予
防
し
ま
す
。
 

今
回
は
、
正
し
い
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
そ
の

効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

             ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ゆ
っ
く
り
と
た
く
さ
ん
の

酸
素
を
体
内
に
取
り
込
む
有
酸
素
運
動
で
す
。
手

軽
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
が
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
心
理
面
の
改
善
に
効
果
的

な
全
身
運
動
で
も
あ
る
の
で
す
。
 

◆
マ
イ
ペ
ー
ス
で
美
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
 

正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
は
、
運
動
効

果
が
高
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
か
ら
だ
に
余
分
な

負
担
を
か
け
ず
、
自
然
と
美
し
い
歩
き
方
に
な
り

ま
す
。
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
つ
け
、
い
つ
も

よ
り
サ
ッ
サ
と
軽
快
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
 

                  ◆
目
標
は
1
日
30
分
 

30
分
続
け
て
歩
く
と
、
脂
肪
の
燃
焼
や
心
肺
機

能
の
向
上
な
ど
に
高
い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
30
分
が
と
れ
な
い
人
も
多
い
は

ず
。
そ
の
場
合
は
、
30
分
と
い
う
時
間
を
朝
10 
分
、

昼
10 
分
、
夜
10 
分
と
何
回
か
に
分
け
て
も
O
K
。

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く

続
け
ま
し
ょ
う
。
 

宮ノ後公園バス停（林）は、平成16年4月の巡回バス運行
開始にあわせて開設したバス停で、鎮守の森として親しま
れている雙栗神社の表参道近くにあります。 

バス停名でもある宮ノ後公園は、昭和49年にオープンし、
平成15年に「個性あふれる公園整備事業」により、現在の
姿に生まれ変わりました。「欧州の街角のような開放的な
レンガづくりの公園」をテーマとし、ケヤキの大木が出迎
える開放的な公園として、子どもたちが楽しめ、みんなが
憩える場となっています。 
また、雙栗神社の表参道は200㍍余りと長く、東への細
長い参道を進み左折すると、北へと続く広い参道の正面に、
本殿と拝殿が鎮座しています。 
同神社の本殿、棟札と旧脇障子欄間は、重要文化財に指
定されており、さらに、社殿の北側には町の天然記念物に
指定されている樹高約30㍍、樹齢400～500年と推定され
る大クスノキがあります。 
雙栗神社では、旧暦の八朔に近い8月31日の夜、「八朔

祭り」がおこなわれ、境内には多くの露天が並び、日ごろ
淋しい境内が歩けないほどの人出となり、例年、夜遅くま
で大勢の人でにぎわいます。 
問い合わせ／都市計画課 

「宮ノ後公園」バス停 

バス停シリーズ 

「宮ノ後公園」 14

2No.

正
し
い
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

目はやや遠くをみる 

あごは軽く引く 

着地はかかとから 
しっかり踏み出す 

脚をのばす 

腕は軽く曲げて 
前後にふる 

胸を張り、 
背筋をのばす 

歩幅は無理のない範囲で 
広くする 

さ　ぐり 

はっさく 

＝正しいウォーキングフォーム＝ 
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消
費
者
金
融
の
拡
大
の
陰
に
は
、
複
数
の
業
者

か
ら
の
借
入
れ
の
返
済
に
苦
し
む
多
重
債
務
者
が

多
く
い
ま
す
。
 

多
重
債
務
者
の
実
態
は
、
年
収
が
低
い
ほ
ど
そ

の
比
率
が
高
く
な
り
、
借
入
れ
先
を
決
め
た
理
由

と
し
て
は
「
た
ま
た
ま
宣
伝
を
見
た
か
ら
」
「
有

名
な
会
社
だ
か
ら
」
「
簡
単
に
お
金
を
貸
し
て
く

れ
る
か
ら
」
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
借
入
れ
の
主
な
理
由
は
、「
収
入
の
減
少
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に

「
借
金
返
済
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
多
重
債

務
の
第
一
歩
で
す
。
 

お
金
を
借
り
る
と
、
返
済
日
は
必
ず
や
っ
て
き

ま
す
。
返
済
日
に
お
金
が
な
い
と
、
返
済
の
た
め

に
お
金
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
返
済
が
滞
っ
て
く
る
と
、
借
入
れ
の
条
件

は
一
層
厳
し
く
な
り
、
高
金
利
で
の
融
資
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
負
債
額
が
急
増
す
る
原
因

は
、
こ
の
「
高
金
利
」
に
あ
り
ま
す
。
 

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
、
借
入
れ
に

対
す
る
金
利
に
上
限
が
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
金
利

に
つ
い
て
は
支
払
う
義
務
が
な
い
こ
と
を
知
ら
な

い
人
が
90
㌫
に
も
上
り
ま
す
。
 

次
に
上
限
金
利
で
す
が
、
上
限
金
利
を
定
め
る

法
律
と
し
て
2
つ
の
法
律
が
あ
り
ま
す
。
 

ひ
と
つ
め
は
利
息
制
限
法
で
す
。
利
息
制
限
法

で
は
、
借
入
金
１
0
0
万
円
以
上
で
15 
㌫
、
10 
万

円
以
上
１
0
0
万
円
未
満
で
18 
㌫
、
10 
万
円
未
満

で
20
㌫
と
、
借
入
れ
金
額
に
よ
り
上
限
金
利
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
出
資
法
で
す
。

出
資
法
で
は
、
上
限
金
利
を
29
・
2
㌫
と
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
利
息
制
限
法
と
出
資
法
の
上
限
金

利
の
間
の
金
利
（
15 
㌫
、
18 
㌫
、
20
〜
29
・
2
㌫
）

の
こ
と
を
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
と
い
い
ま
す
。
現

在
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
に
つ
い
て
は
、
廃
止
を

念
頭
に
入
れ
た
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

上
限
金
利
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
し
た
が
、

消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と

は
、
原
則
と
し
て
利
息
制
限
法
を
超
え
る
金
利
を

支
払
う
義
務
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
利
息
制

限
法
を
超
え
る
金
利
を
支
払
え
と
言
わ
れ
た
と
き

は
、
速
や
か
に
専
門
家
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
 

 ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町
産

業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
消
費
生
活
週
末
（
土
・
日
）
電
話
相
談
 

日
時
／
土
曜
・
日
曜
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
 

　
　
1
0
7
5
（
2
5
7
）
9
0
0
2

他
の
カ
モ
類
と
異
な
り
、
雌
雄
ほ
ぼ
同
色

で
す
。
頭
か
ら
首
に
か
け
て
は
淡
色
で
、
顔

の
中
央
に
目
を
横
切
る
黒
い
過
眼
線
と
白
く

て
長
い
眉
斑
が
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
く
ち
ば

し
は
黒
く
て
先
端
が
黄
色
く
、
大
き
さ
は
60

㌢
ぐ
ら
い
で
す
。
 

マ
ガ
モ
や
コ
ガ
モ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
な
ど
ほ

と
ん
ど
の
カ
モ
類
は
、
春
に
な
る
と
北
国
へ

帰
る
北
方
系
で
す
が
、
カ
ル
ガ
モ
は
、
南
ア

ジ
ア
系
で
、
全
国
各
地
の
低
地
で
留
鳥
と
し

て
一
年
中
、
住
み
着
い
て
繁
殖
し
ま
す
。
 

一
般
的
に
は
4
月
か
ら
7
月
上
旬
に
か
け

て
、
田
の
畦
や
湿
地
の
草
む
ら
に
枯
れ
草
や

枯
葉
で
皿
型
の
巣
を
つ
く
り
、
全
部
で
8
〜

12 
個
産
卵
し
ま
す
。
ふ
化
日
数
は
27
日
程
度

で
す
。
町
内
で
は
、
巨
椋
池
干
拓
田
や
古
川

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

夜
行
性
で
、
夜
間
に
採
餌
に
出
て
、
植
物

の
種
子
な
ど
を
食
べ
ま
す
。
鳴
き
声
は
「
ゲ
ェ

ゲ
ェ
ゲ
ェ
…
…
…
」
と
テ
ン
ポ
の
速
い
尻
す

ぼ
み
の
声
や
、
「
ゲ
エ
ゲ
エ
ゲ
エ
」
と
ゆ
っ

く
り
し
た
テ
ン
ポ
で
鳴
き
ま
す
。
 

あ
ぜ
 

 
 
 
 
 
自転車は交通事故に遭いやすいため、車に対

する警戒心を高めましょう。高齢者人口の増加
や社会のさまざまな活動に参加し活躍される高
齢者の増加にともない、高齢者の自転車事故が
年々増加しており、全国で年間26,000人以上
の高齢者が自転車事故で死傷しています。 
高齢者の自転車事故の半分は交差点で発生し、

特に信号のない交差点が危険です。自宅近辺は
交通量も少なく、信号もない交差点が多いため、
車に対する警戒心が乏しく、安全確認がおろそ
かになっていることが、「無信号交差点」で事
故が多い最大の理由になっています。 
また、夜間の自転車事故は死亡事故になりや

すく、昼間の事故に比べて致死率は2倍以上も
高くなっています。夜間、自転車を利用すると
きは、必ずライトを点灯することが大切です。
道路交通法には「夜間、自転車が道路を通行す
るときは、公安委員会が定める灯火（ライト等）
をつけなければならない」という義務規定があ
り、ライト等を点灯しないで通行している自転
車利用者には、罰則規定も設けられています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ／監理課 

防ごう高齢者交通事故 
Ｖol.5

自転車事故を防止しよう 

カ
ル
ガ
モ 

（
カ
モ
目
カ
モ
科
） 

95

多重債務の実態と 
上限金利 

38

高齢者の自転車事故の無信号交差点での類型別発生状況 

無信号交差点での自転車事故の80％近くは 
「出会い頭」の衝突事故… 
 

人身 
事故 

死亡 
事故 

右折時 

出会い頭 

77％ 

左折時 

そ
の
他
 

8％ 

 

 

10％ 

5 
％ 

83% 7% 8%
2% 
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作り方 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

今
月
は
、
昆
虫
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

小
学
館
発
行
 

北
海
道
か
ら
八
重
山
諸
島
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
候
・
環
境
に
生

き
る
昆
虫
3
1
6
種
を
生
態
写
真
入
り
の
解
説
で
、
わ
か
り
や
す
く

紹
介
 

「
日
本
の
昆
虫
」
 

山
と
渓
谷
社
発
行
 

野
山
で
見
か
け
る
甲
虫
類
、
ハ
チ
類
、
セ
ミ
類
な
ど
約
2
3
0
種

の
昆
虫
を
写
真
と
や
さ
し
い
解
説
入
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
紹
介
 

「
野
山
の
昆
虫
」 

偕
成
社
発
行
 

虫
の
さ
が
し
方
や
飼
育
・
観
察
の
仕
方
な
ど
を
、
く
わ
し
い
解
説

と
カ
ラ
ー
写
真
を
豊
富
に
使
っ
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
わ
か
り
や
す
く
紹

介
 

「
虫
の
飼
い
か
た
・
観
察
の
し
か
た（
全
6
巻
）」（
児
童
書
）
 

「
昆
虫
大
集
合
！
」
 

 夏
の
お
楽
し
み
会
 

図
書
館
で
は
、
夏
の
お
楽
し
み
会
を
開
き
ま
す
。
 

今
年
も
夏
の
ひ
と
と
き
を
、
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
と
楽
し
く
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
8
月
6
日
a
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
交
流
ホ
ー
ル
 

対
象
／
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
に
ん
じ
ん
さ
ん
が
あ
か
い
わ
け
」、
大

型
紙
芝
居
「
ぶ
た
の
た
ね
」、
工
作
「
く
る
く
る
レ
イ
ン
ボ
ー
」 

定
員
／
工
作
の
み
50
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
へ
。
 

 子
ど
も
一
日
図
書
館
員
を
募
集
 

本
の
貸
し
出
し
や
整
理
な
ど
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
す
る
「
子
ど

も
一
日
図
書
館
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
18 
日
f
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
6
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
へ
。
 

 
 
 
①　鱧は一口大に切って、片栗粉をや
や多めにふり、熱湯にくぐらせて、
水に取り、ざるに揚げて水気を切り
ます。 

②　鍋にだし汁、①の鱧を入れて、中
火にかけ、煮立ったらアクをすくい

取り、塩と薄口しょうゆで調味しま
す。 

③　お椀に②の鱧を盛り、みつばと生
麩を飾り、②の調味しただし汁を注
いで出来上がりです。 

鱧 
片栗粉 
だし汁 
みつば 

･･････････････････････････4切れ 
･･･････････････････････適量 
･････････････････････4カップ 
･･････････････････････約8本 

生麩（5㍉幅） 
塩 
薄口しょうゆ 

･････････････････4切れ 
･････････････････････小さじ2／3 

･･･････････小さじ2／3 
 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

■材料（4人分） 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

★
帝
都
衛
星
軌
道
 （

島
田
荘
司
著
） 

息
子
が
誘
拐
さ
れ
た
。
身
代
金
は
15

万
円
。
犯
人
の
目
的
は
お
金
で
は
な
か

っ
た
。
 

★
フ
ァ
ル
フ
ァ
リ
ー
ナ
と
マ
ル
セ
ル
 

（
ホ
リ
ー
・
ケ
ラ
ー
作
） 

い
も
む
し
の
フ
ァ
ル
フ
ァ
リ
ー
ナ
と

鳥
の
マ
ル
セ
ル
は
と
て
も
仲
良
し
。
あ

る
日
、
フ
ァ
ル
フ
ァ
リ
ー
ナ
が
木
に
登

っ
た
ま
ま
下
り
て
こ
な
く
な
り
…
。
 

★
聞
き
屋
与
平
 （

宇
江
佐
真
理
著
） 

江
戸
・
両
国
。
薬
種
屋
の
隠
居
・
与

平
は
、
日
が
暮
れ
る
と
別
の
顔
に
な
る
。
 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

7
日
b
・
14
日
b
・
21
日
b

28
日
b
・
31
日
e

56㌔カロリー／1人分 

鱧のすまし汁 
はも 

91
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町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
と
投
票
参
加
を
啓
発
す
る
ポ
ス
タ
ー
と

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
人
 

規
格
／
ポ
ス
タ
ー
は
、
4
つ
切
り
ま
た
は
8
つ
切

り
の
白
画
用
紙
で
、
色
彩
、
標
題
は
自
由
。

標
語
は
20
文
字
以
内
で
自
作
、
未
発
表
の
も

の
。
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
ポ
ス
タ
ー
は
、
作
品
の
裏

面
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
校
名
・
学

年
）
を
、
標
語
は
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
、

官
製
は
が
き
の
裏
面
に
作
品
と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

9
月
8
日
f
ま
で
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
広
報
行
政
課
）
へ
。
町
内
の
小
・
中

学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
、
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
応
募
は
そ
れ
ぞ
れ
１
人
１
点
に
限
り
ま
す
。
 

そ
の
他
／
①
第
1
次
審
査
で
入
賞
作
品
を
選
び
、

入
賞
作
品
の
な
か
か
ら
優
秀
作
品
を
京
都
府

の
2
次
審
査
に
出
品
し
ま
す
。
　
②
応
募
作

品
は
明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
の
啓
発
活
動

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

   
京
都
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、
年
金
に
つ
い
て

の
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
お
こ
な
い
ま

す
。
優
秀
作
品
は
表
彰
し
、
応
募
者
全
員
に
参
加

賞
を
贈
り
ま
す
。
 

対
象
／
府
内
の
学
校
に
通
う
小
学
5
・
6
年
生
、

中
学
生
、
高
校
生
 

課
題
／
年
金
に
つ
い
て
、
家
庭
や
身
の
回
り
な
ど

で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
素
材
に
、
年
金
が
果

た
し
て
い
る
役
割
な
ど
を
伝
え
る
も
の
で
、

未
発
表
の
も
の
。
作
品
の
な
か
に
は
、
年
金

制
度
に
関
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
 

規
格
／
Ｂ
3
判
（
4
つ
切
り
）
の
白
画
用
紙
。
応

募
は
１
人
１
点
。
 

応
募
方
法
／
9
月
15 
日
f
ま
で
に
、
各
学
校
ま
た

は
府
内
社
会
保
険
事
務
所
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課
年

金
管
理
係
1
0
7
5
（
8
１
3
）
7
0
2
2
 

  種
目
／
①
航
空
学
生
　
②
一
般
曹
候
補
学
生
　
③

曹
候
補
士
　
④
2
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
女
）
 

対
象
／
①
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満
の
人

②
18 
歳
以
上
24
歳
未
満
の
人
　
③
・
④
18 
歳

以
上
27
歳
未
満
の
人
 

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／
宇
治
募
集
事
務
所
（
宇

治
市
広
野
町
西
裏
１
0
0
の
30
　
コ
メ
ウ
ビ

ル
2
階
）
1
0
7
7
4
（
4
4
）
7
１
3
9

へ
。
 

    
  町

で
は
、
終
戦
記
念
日
の
8
月
15 
日
c
、
正
午

か
ら
平
和
都
市
宣
言
記
念
碑
前
（
役
場
庁
舎
前
）

で
平
和
祈
念
集
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

ま
た
、
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る

た
め
、
１
分
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
黙
と
う
を

捧
げ
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
8
月
4
日
f
・
18 
日
f
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

　
ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
最
近
、
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
、
耳
が

聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
と
お
困
り
の
人
に
、
専
門

の
言
語
聴
覚
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
予

約
制
で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
 

日
時
／
毎
月
第
3
火
曜
日
　
午
前
10 
時
30
分
〜
午

後
3
時
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
苑
 

内
容
／
聴
力
測
定
と
相
談
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
は
ー
も
に
ぃ
1
0
7
7
4
（
5
5
）

5
9
8
１
、
6
0
7
7
4
（
5
5
）
5
9
8
 

　
　
2
へ
。
電
話
・
F
A
X
可
 

  
町
で
は
、
ご
結
婚
50
年
の
金
婚
式
を
迎
え
る
ご

夫
婦
に
対
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
 

事
前
に
婚
姻
調
査
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
婚
姻
調
査
を
ま
だ
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
昭
和
31
年
中
に
婚
姻
 

　
　
さ
れ
た
ご
夫
婦
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
 

　
　
8
月
9
日
d
ま
で
に
長
 

　
　
寿
健
康
課
へ
。
 

  
京
都
府
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
親
な
ど
を
対
象

に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
 

実
施
期
間
／
平
成
18 
年
12 
月
〜
平
成
19 
年
3
月
 

場
所
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
 

対
象
／
府
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
親
ま
た
は
、

寡
婦
（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
）
で
、

65
歳
未
満
の
人
（
4
月
１
日
現
在
）
 

費
用
／
無
料
 

定
員
／
2
5
0
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
8
日
f
ま
で
に
、

社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
返
信
用
封
筒
（
切

手
添
付
）
を
添
え
て
府
山
城
北
保
健
所
1
0
 

　
　
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
2
へ
。
 

  
親
子
サ
ロ
ン
は
、
8
月
の
第
3
週
は
休
み
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

休
室
日
／
8
月
14 
日
b
・
15 
日
c
・
17 
日
e
 
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

自
衛
官
等
 

平
和
祈
念
集
会
と
 

戦
没
者
追
悼
サ
イ
レ
ン
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

結
婚
５０
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
へ
 

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク
 

親
子
サ
ロ
ン
の
休
室
 

年
金
に
つ
い
て
の
 

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

明
る
い
選
挙
 

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
 

耳
の
こ
と
何
で
も
相
談
 

図
書
館 
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7月は「愛の血液助け合い運動」月間です。献血にご協力をお願いします。 



  
高
齢
者
の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
今
年

も
敬
老
会
を
9
月
8
日
f
に
開
き
ま
す
。
 

当
日
は
、
記
念
式
典
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

今
年
か
ら
個
人
へ
の
「
敬
老
会
の
ご
案
内
」
は

郵
送
し
ま
せ
ん
の
で
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
多
数
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

会
場
へ
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
広
報
く
み
や
ま
9
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
8
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

対
象
／
数
え
年
で
70
歳
以
上
の
人
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人
を
対

象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
30
日
d
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2
時
 

場
所
／
議
会
棟
4
階
特
別
会
議
室
 

対
象
／
在
宅
で
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る
人
 

内
容
／
講
演
会
と
交
流
会
 

　
　
演
題
…
「
先
人
の
足
跡
に
学
ぶ
」
 

 
 
講
師
…
町
郷
土
史
会
会
長
　
阪
部
五
三
夫
さ

ん
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
11 
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
あ
な
た
の
血
液
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
、

心
か
ら
待
た
れ
て
い
ま
す
。
 

献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

輸
血
用
血
液
の
安
全
性
の
向
上
を
め
ざ
し
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過

し
な
い
人
や
滞
在
さ
れ
た
国
に
よ
っ
て
、
献
血
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
京
都

府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
5
3
１
）

0
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
8
月
2
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
・
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

                問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
や

散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
犬
は

し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
時
に
は
ス
コ
ッ

プ
と
回
収
袋
を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、
散
歩
時
に
ふ
ん
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
次

の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日
（
8

月
15 
日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜
2
時

20
分
 

　
　
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週
月
曜
日
（
8
月
14 

日
を
除
く
）
　
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

       
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
手
作
り
遊

び
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
「
子
ど
も
広
場
」
を

開
き
ま
す
。
 

ご
家
族
や
お
友
だ
ち
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
8
月
26
日
g
　
午
後
3
時
〜
6
時
 

場
所
／
役
場
駐
車
場
・
中
庭
広
場
 

内
容
／
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
（
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
ナ

イ
ン
フ
ー
プ
ス
、
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
、

丸
太
切
り
）
、
手
作
り
遊
び
コ
ー
ナ
ー
（
押

し
花
、
水
鉄
砲
）
、
模
擬
店
（
ぶ
っ
か
け
素

麺
、
カ
キ
氷
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
）
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

  
8
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
、
8
月
10 
日

e
は
「
道
の
日
」
で
す
。
 

私
た
ち
が
日
ご
ろ
、
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
な

ど
で
利
用
し
て
い
る
道
路
は
、
人
や
物
資
を
運
ぶ

交
通
の
場
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
は
ぐ
く
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
と
し
て
、
ま
た
、
上
下
水
道
・
ガ
ス
管
な
ど
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
重
要
な

施
設
で
す
。
 

し
か
し
、
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
、
普
段
は
そ

の
重
要
性
を
見
過
ご
し
が
ち
で
す
。
 

こ
の
機
会
に
、
改
め
て
道
路
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

問
い
合
わ
せ
／
道
路
河
川
課
 

  
京
都
府
で
は
、
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

受
験
資
格
 

a
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人
ま
た
は
就
学

義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
人
で
、
平
成
19 
年

3
月
31
日
ま
で
に
満
15 
歳
以
上
に
な
る
人
 

s
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
ま
た
は
免

除
を
受
け
ず
、
か
つ
、
平
成
19 
年
3
月
31
日
ま

で
に
満
15 
歳
に
達
す
る
人
で
、
そ
の
年
度
の
終

わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
由
が

あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
人
 

d
平
成
19 
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
16 
歳
以
上
に
な

る
人
（
a
お
よ
び
f
に
掲
げ
る
人
を
除
く
）
 

f
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平
成
19 
年
3

月
31
日
ま
で
に
満
15 
歳
以
上
に
な
る
人
 

試
験
期
日
／
11 
月
6
日
b
 

願
書
受
付
期
間
／
8
月
25
日
f
〜
9
月
12 
日
c
 

出
願
方
法
／
受
験
希
望
者
が
直
接
文
部
科
学
省
に

出
願
 

試
験
会
場
／
府
教
育
庁
別
室
（
3
号
館
3
階
）
 

 
 
上
京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
藪
ノ
内
町
 

問
い
合
わ
せ
／
府
教
育
庁
指
導
部
学
校
教
育
課
1

 
 
0
7
5
（
4
１
4
）
5
8
3
8

敬
老
会
を
開
催
 

子
ど
も
広
場
 

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
・
道
の
日
 

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

家
族
介
護
者
交
流
会
 

献
血（
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
） 

18～69歳 
 
男女とも50kgを超える人 

90mmHg以上 
1.053以上 
男子　12週間以上 
女子　16週間以上 
男子　3回以内 
女子　2回以内 

年　　　　齢 
 
体　　　　重

 
最 高 血 圧 
血 液 比 重 
 
献 血 間 隔

 
 
年間献血回数

 
 
年間総献血量 

16～69歳 
男子　45kgを超える人 
女子　40kgを超える人 
90mmHg以上 
1.052以上 
 
4週間以上

 
男子　6回以内 
女子　4回以内 

400ml献血 200ml献血 
全　血　献　血 

事　　項 

男子　1,200ml以内 
女子　 800ml以内 

献血方法別の採血基準 
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公
共
下
水
道
の
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で
下

水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

             問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

  
お
も
ち
ゃ
花
火
と
言
っ
て
も
「
危
険
物
」
で
す
。

遊
び
方
や
使
い
方
を
誤
っ
て
は
、
火
災
や
事
故
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
 

花
火
に
よ
る
火
災
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
、
注
意
書
を
よ
く

読
ん
で
必
ず
守
る
。
 

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
も

の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

③
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や
め
る
。
 

④
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
す
る
。
 

⑤
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

⑥
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
つ
け
な
い

よ
う
に
す
る
。
 

⑦
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火
す
る
。
 

⑧
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険
な
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

 

     日
時
／
9
月
3
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
お
よ
び
町

剣
道
連
盟
登
録
者
 

試
合
方
法
／
個
人
戦
（
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
・
一
般
の
部
）
　
団
体
戦
（
一
般
の
部
）
 

費
用
／
個
人
戦
5
0
0
円
 

　
　
団
体
戦
１
チ
ー
ム
5
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
8
月
20
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た
は
町
剣
道
連
盟

事
務
局
（
坂
正
義
さ
ん
宅
）
1
0
7
7
4
（
4

１
）
6
4
１
0
へ
。
電
話
可
 

  
競
技
の
普
及
と
技
術
向
上
を
目
的
に
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
１
日
・
8
日
・
15 
日
・
22
日
・
29
日

い
ず
れ
も
金
曜
日
（
計
5
回
）
　
午
後
7
時

〜
9
時
 

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

申
し
込
み
／
8
月
20
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
不
可
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

8
月
8
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
 

8
月
17 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
佐
山
・
御
牧
・

宮
ノ
後
保
育
所
 

▽
電
話
相
談
 

毎
週
木
曜
日
　
午
前
11 
時
〜
午
後
4
時
 

佐
山
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
保
育
所
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

宮
ノ
後
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

【
教
育
相
談
】
 

毎
週
火
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
10 
時

〜
午
後
5
時
　
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
教
育
相
談
室
 

相
談
対
象
　
町
内
在
住
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
、

小
・
中
学
生
、
保
護
者
お
よ
び
教
育
に
関
心
の
あ

る
人
 

※
来
所
（
要
予
約
）
ま
た
は
電
話
相
談
1
0
7
7
 

 
4
（
4
6
）
5
6
4
0
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

8
月
8
日
c
・
22
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
３
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

8
月
17 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

8
月
10 
日
e
・
24
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
府
民
無
料
法
律
相
談
】
 

8
月
15 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

宇
治
総
合
庁
舎
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
１
 

要
予
約
 

 

 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火
 

町
総
体
剣
道
大
会
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

田井処理分区（御牧小学校周辺） 

工期は、11月末まで 

京都機械工具㈱（ＫＴＣ）では、創業50周年
を記念して建設した「ＫＴＣものづくり技術館」
や工場の見学会が開かれます。 
日時／8月22日c～24日e
　　午前10時～11時30分・午後1時30分～3時 
見学コース／工場　⇒　ものづくり技術館　⇒

屋上庭園 
定員／各50人（先着順） 
申し込み／ＫＴＣものづくり・お客様センター

10774（46）3959へ電話で申し込んで
ください。 

見学記念品／見学者全員にＫＴＣ工具がプレゼ
ントされます。 

※お車での参加はご遠慮ください。 
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〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
8
月
10 
日
e
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

 
 ▼

初
め
て
の
ワ
ー
ド
 

日
時
／
8
月
25
日
f
・
26
日
g
・
27
日
a
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
8
月
16 
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
17 
日

e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
24
日
e
　
午
後
5

〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
受
講
し
た
内
容
を
自
由
に
自
習
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
員

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

              日
時
／
8
月
9
日
d
・
23
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
8
月
9
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
と
「
映

画
」
な
ど
で
す
。
 

定
員
／
25
人
 

  日
時
／
8
月
4
日
f
・
12 
日
g
　
午
後
8
時
〜
9

時
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
た
だ
し
、
小
学

生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

　
　
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
8
月
25
日
f
　
午
後
5
時
50
分
〜
10 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
バ
ス
で
南
山
城
村
に
行
き
、
夏
の
星
空
を

観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

  日
時
／
8
月
4
日
f
・
18 
日
f
・
25
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
8
月
8
日
c
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
5

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

内
容
／
バ
ス
で
神
戸
市
立
青
少
年
科
学
館
と
、
王

子
動
物
園
に
行
き
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
学
生
7
0
0
円
、
中
学
生
9
0
0
円
、

大
人
１
，
7
0
0
円
（
交
通
費
・
入
館
料
含

む
）
 

  日
時
／
8
月
9
日
d
 

　
　
将
棋
の
部
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

　
　
オ
セ
ロ
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
20
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
将
棋
と
オ
セ
ロ
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
き
ま

す
。
 

定
員
／
各
24
人
 

  日
時
／
8
月
5
日
g
 
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
　
③
8
月
6
日
a

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
宇
治
の
先
生
方
と
木

工
を
楽
し
み
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
2
0
0
円
 

              日
時
／
8
月
12 
日
g
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小
学
１

〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
身
の
ま
わ
り
の
酸
と
ア
ル
カ
リ
を
調
べ
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

科
学
館
見
学
ツ
ア
ー
 

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
 

申込は8月2日D

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

 

10774（45）0002

郊
外
　
星
の
観
察
会
 

低
学
年
工
作
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

16〈ゆうホールの臨時休館〉館内の機械・設備点検のため、8月1日Cは休館します。 
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  日
時
／
8
月
13 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
コ
ン
パ
ネ
で
お
し
ゃ
れ
な
ご
み
箱
を
作
り

ま
す
。
 

定
員
／
8
組
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
①
8
月
17 
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
　
②
18 
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
コ
ン
パ
ネ
で
お
し
ゃ
れ
な
ご
み
箱
を
作
り

ま
す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
20
日
a
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
16 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
縁
台
（
し
ょ
う
ぎ
）
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
8
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

     

 

    

          日
時
／
①
8
月
6
日
a
・
26
日
g
　
午
前
10 
時
か

ら
11 
時
　
②
8
月
10 
日
e
・
18 
日
f
　
午
後

7
時
か
ら
8
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
で
す
。）
 

   日
時
／
9
月
24
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15 
歳
以
上
の

人
お
よ
び
体
育
館
利
用
者
で
、
4
〜
7
人
編

成
の
チ
ー
ム
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
30
チ
ー
ム
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
9
月
17 
日
a
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。
 

  

   日
時
／
8
月
25
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
レ
ー
ヨ
ン
混
ス
ト
ー
ル
の
絞
り
染
め
を
学

び
ま
す
。
 

講
師
／
染
色
講
師
　
一
寺
芙
沙
子
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

持
ち
物
／
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
、
裁
縫
用
具
 

  日
時
／
8
月
29
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
軽
に
作
れ
る
ク
ッ
キ
ー
と
初
秋
の
味
、

栗
蒸
し
羊
羹
作
り
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
6
0
0
円
 

    【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

  【
休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
教
室
に
参
加
す
る
と
き
は
、

安
全
の
た
め
運
動
ぐ
つ
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
な
ど
は
、
の

こ
ぎ
り
を
使
う
と
き
に
大
変
危
険
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
親
子
で
工
作
教
室
 

高
学
年
工
作
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

染
め
物
教
室
 

（
レ
ー
ヨ
ン
混
ス
ト
ー
ル
）
 

第
１４ 
回
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

季
節
の
お
菓
子
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

申込は8月1日C

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は8月1日C

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

〈7月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 6 6人　 
8 , 5 5 1人　 
8 , 6 1 5人　 
6 , 6 0 5世帯 

〈6月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 2人　 
1 0人　 
5 9人　 
7 1人　 

（
前
月
比
／
減
１０
人
）
 

町
民
プ
ー
ル
前
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
9
月

9
日
g
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

　町民プールは8月31日eまでオープン
しています。水の流れる「流水プール」、
すべり台のある「幼児プール」本格的に泳
げる「50ｍプール」など、子どもから大
人まで楽しんでいただけます。今年も町民
プールでお楽しみください。  
時間／午前10時～午後5時 
　　（券売は午後4時まで） 
料金／大人500円、高校生300円、 
　　小・中学生200円 
　　幼児100円（3歳以下は無料） 

よ
う
か
ん
 

17 〈体育館の臨時休館〉館内の定期清掃のため、9月26日Cは臨時休館します。 
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予　防　接　種 

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  8日C 午後1時40分～1時55分 

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はゆうホール※2は公団集会所※3はいきいきホール）です。予防接種・健診には母
子健康手帳を必ずご持参ください。　問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

22日C

健 康 ・ 栄 養 相 談  4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 
栄養士による栄養相談 

成 人 歯 科 検 診  
おおむね40歳以
上の人・妊婦 

10日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

3日E

4日F

5日G

7日B

8日C

18日F

22日C 

24日E 

25日F

午前9時30分～11時 

午前9時45分～10時 

午後1時～1時15分 

午後1時20分～1時50分 

午後1時20分～2時 

午後1時20分～2時 

午後1時20分～1時40分 

午前9時30分～11時 

午後1時20分～2時 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 

6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

※3

※1

※2

乳 幼 児 相 談  

すくすくひろば（親子教室） 

パパ＆ママ教室（第4回） 

1 0 か 月 児 健 診  

3 ～ 4 か 月 児 健 診  

1 歳 8 か 月 児 健 診  

2歳6か月児歯科健診

乳 幼 児 相 談  

3 歳 児 健 診  

乳 　 幼 　 児  

 

妊 婦 と 夫  

平成17年10月生まれ 

個人通知が届いた人 

平成16年11月生まれ 

平成16年１月生まれ 

乳 幼 児  

平成15年１月生まれ 

生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会 

医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

ことば・しつけ・栄養などの相談 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

ことば・しつけ・栄養などの相談 

10か月児健診（7月10日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 
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保健予防のコーナー 



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

2日 
（第１水曜日） 
16日 

（第３水曜日） 

9日 
（第２水曜日） 
23日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別
　し中身の見える袋に入れて
　出してください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

4日 
30日 

7日 
31日 

10日 

 
 
冷蔵庫は、1年間に家庭で消費する電力量の約16㌫を

占める大型家電です。この消費電力量はエアコンの約
25㌫（冷・暖房の合計）に次ぐ2番目の消費量です。省
エネのために、次のことに気をつけましょう 
・ドアは開けっぱなしにしない。 
・食事のメニューを考えたら、食材はまとめて出し、出
し入れによるドアの開閉回数を減らす。 

・残り物などを入れるときは、冷ましてから入れる。 
・庫内を整理整頓し、置き場所などを決めておく。 
・冷気口はふさがないようにし、詰め込みすぎない。 
また、現在市販されている350㍑以上の冷蔵庫は、小

型冷蔵庫より省エネになる場合が多いので、購入時には
年間消費電力量などを確認するとともに、購入前に置く

場所のサイズ、廊下や階段などの幅を確認しておきまし
ょう。 
問い合わせ／環境保全課 

9日（第２水曜日） 
※指定の場所にペットボトル 
　に入れて出してください。 

年間消費 
電 力 量 
［kWh/年］ 

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0
トップ製品 平均 省エネ基準達成率 

100㌫の製品 

●定格内容量：400㍑～450㍑に 
　おけるJIS年間消費電力量の比較 

約3分の1の 
消費電力量 

8月のごみ・し尿収集日 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.15
冷 蔵 庫  

19
広報くみやま 平成18年8月1日 

環境保全のコーナー 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  善
光
寺
の
境
内
は
五
万
九
○
○
○
平

方
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、巨
大
な
本
堂（
国

宝
）
は
じ
め
、
三
門
と
経
蔵
（
い
ず
れ

も
重
文
）
の
ほ
か
、
仁
王
門
及
び
日
本

忠
霊
殿
、
鐘
楼
、
さ
ら
に
は
大
勧
進
・

大
本
願
以
下
三
九
の
塔
頭
が
建
ち
並
ん

で
い
る
。
 

現
在
の
本
堂
は
、
元
禄
一
三
年
（
一

七
○
○
）
の
火
災
の
あ
と
、
宝
永
四
年

（
一
七
○
七
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
間
口
が
約
二
四
メ
ー
ト
ル
に
対

し
、
奥
行
き
が
約
五
四
メ
ー
ト
ル
と
奥

に
深
い
。
間
口
が
広
く
奥
行
き
が
浅
い

普
通
の
寺
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。
そ
の

形
も
高
所
か
ら
み
る
と
、
秘
仏
の
本
尊

を
祀
る
金
堂
（
横
棟
、
内
々
陣
）
に
礼

拝
の
た
め
の
礼
堂
（
縦
棟
、
内
陣
・
外

陣
）
が
付
い
て
、
屋
根
の
稜
線
が
Ｔ
字

形
に
な
っ
て
い
る
。
鉦
や
磬
を
打
ち
鳴

ら
す
撞
木
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
撞
木
造
り
」
と
呼
ば
れ
る
。
 

江
戸
時
代
に
、
参
拝
者
が
寝
泊
ま
り

で
き
る
よ
う
に
広
間
を
大
き
く
と
っ
て

い
る
た
め
、
奥
行
き
の
深
い
撞
木
造
り

と
い
う
特
殊
な
構
造
を
生
ん
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
 

ち
な
み
に
、
現
在
の
本
堂
は
、
敷
地

面
積
か
ら
い
え
ば
、
奈
良
の
東
大
寺
大

仏
殿
、
京
都
の
三
十
三
間
堂
に
次
ぐ
大

き
さ
の
建
造
物
で
あ
る
。
 

本
堂
の
内
部
は
、
秘
仏
の
本
尊
を
安

置
す
る
内
々
陣
と
、
内
陣
・
外
陣
に
分

か
れ
、
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
瑠
璃

壇
の
床
下
に
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
部
屋

を
ロ
の
字
型
に
め
ぐ
る
暗
黒
の
回
廊
が

あ
る
。
 

こ
の
回
廊
を
ひ
と
回
り
す
る
の
を「
戒

壇
め
ぐ
り
」
と
い
い
、
回
廊
壁
の
右
側
、

腰
の
高
さ
あ
た
り
を
手
探
り
で
進
む
と

仏
具
の
独
鈷
の
形
を
し
た
頑
丈
な
鍵
が

あ
る
。
真
っ
暗
な
中
で
、
こ
の
鍵
に
触

れ
た
者
は
、
極
楽
往
生
が
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
 

山
田
里
さ
ん
が
記
し
た
「
善
光
寺
参

り
道
中
諸
入
用
手
控
帳
」
に
は
、
「
善

光
寺
四
ツ
半
ど
き
ニ
参
り
」
と
し
か
書

か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
参
詣
の

具
体
的
な
様
子
は
分
か
ら
な
い
が
、
お

そ
ら
く
里
さ
ん
た
ち
も
戒
壇
め
ぐ
り
を

体
験
し
、
「
極
楽
の
錠
前
」
に
触
れ
、

秘
仏
本
尊
と
結
縁
を
果
た
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
 

さ
て
、
念
願
の
参
拝
を
終
え
た
一
行

は
、
門
前
町
で
中
食
を
と
り
、
帰
路
に

着
い
た
。
丹
波
島
渡
し
（
犀
川
）
を
一

人
四
七
文
ず
つ
で
渡
り
、
約
二
里
半
（
約

一
○
キ
ロ
）
を
歩

き
、
篠
ノ
井
の
追

分
（
現
長
野
市
）

を
左
に
お
れ
て
千

曲
川
の
渡
し
を
二

二
文
で
渡
る
。
こ

の
日
は
、
小
遣
い

を
一
三
○
文
使
っ

て
お
り
、
故
郷
で

待
つ
家
族
へ
の
土

産
な
ど
を
買
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
日
の
泊
ま
り
は
、

「
手
控
帳
」
に
書
か
れ
て
お
ら
ず
不
明

で
あ
る
が
、
行
程
か
ら
み
て
お
そ
ら
く

屋
代
宿
・
下
戸
倉
・
上
戸
倉
宿
（
現
千

曲
市
）・
坂
城
宿
（
現
埴
科
郡
坂
城
町
）

あ
た
り
に
泊
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

翌
四
月
二
日
は
好
天
気
に
恵
ま
れ
、

北
国
街
道
を
上
田
に
向
か
い
、
上
田
宿

（
現
上
田
市
）
で
中
食
を
と
る
。
上
田

は
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
九
二
）
、

真
田
昌
幸
が
上
田
城
を
築
き
、
以
来
幕

末
ま
で
上
田
藩
五
万
三
○
○
○
石
の
城

下
町
と
し
て
発
展
し
た
。
 

さ
て
、
こ
の
日
の
一
行
の
行
程
は
か

な
り
厳
し
く
、
休
息
後
、
千
曲
川
沿
い

の
街
道
を
南
下
し
て
丸
子
（
現
上
田
市
）

に
着
く
。
一
行
は
千
曲
川
に
合
流
す
る

依
田
川
沿
い
の
街
道
を
、
途
中
一
五
○

文
で
馬
に
乗
る
な
ど
し
て
、
依
田
川
東

岸
沿
い
の
腰
越
宿
（
現
上
田
市
）
に
旅

装
を
解
い
た
。
 

翌
三
日
も
天
気
が
よ
く
、
腰
越
宿
か

ら
約
二
里
南
下
す
る
と
中
山
道
の
長
久

保
宿
（
現
長
和
町
）
に
至
る
。
こ
の
宿

場
に
は
旅
籠
が
四
三
軒
も
あ
り
、
周
辺

の
宿
場
よ
り
際
立
っ
て
多
い
の
は
、
北

国
街
道
の
上
田
・
松
代
（
現
長
野
市
）

を
経
て
、
善
光
寺
へ
通
ず
る
道
の
分
岐

点
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 

里
さ
ん
た
ち
は
、
中
山
道
の
長
久
保

宿
か
ら
次
の
和
田
宿
（
現
長
和
町
）
ま

で
馬
に
乗
り
、
和
田
宿
で
中
食
を
と
っ

て
い
る
。
休
息
後
、
一
行
は
再
び
馬
に

乗
り
、
下
諏
訪
宿
（
現
下
諏
訪
町
）
ま

で
五
里
一
八
町
の
長
丁
場
を
西
に
進
む
。

途
中
に
和
田
峠
と
い
う
難
所
が
あ
っ
て
、

こ
こ
か
ら
は
徒
歩
で
峠
を
越
え
る
こ
と

に
な
る
。
 

第50回 女たちの善光寺参り（8） 鳩字の山門額 

参
詣
を
終
え
て
帰
路
へ
 

　▲善光寺三門と本堂 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
も
ん
　
　き
ょ
う
ぞ
う
 

 
ち
ゅ
う
れ
い
で
ん
　
し
ょ
う
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　

　

だ
い
か
ん
じ
ん
 

だ
い
ほ
ん
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
っ
ち
ゅ
う
 

    　
　
　
　
　
　

ま

ぐ
ち
 

    　
　
ま
つ
　
　
こ
ん
ど
う
　
　
よ
こ
む
ね
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
ど
う
　
　
た
て
む
ね
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
ょ
う
せ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
ょ
う
　

け
い
 

　
　
　
　
し
ゅ
も
く
 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
　
り
 

だ
ん
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
 

だ
ん
 

              　
　
　
　
　
　
と
っ
　こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ぎ
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
く
ら
く
お
う
じ
ょ
う
 

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
け
い
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　じ
ょ
う
ま
え
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ち
え
ん
 

   　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
　ば
　じ
ま
　
　
　
　
　
　
さ
い
が
わ
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
　の
　
い
　
　

お
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
け
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま
が
わ
 

          　や
　し
ろ
　
　
　
　
し
も
　と
　ぐ
ら
　
　
か
み
　と
　ぐ
ら
 

　
　
　
　
　
　
　
さ
か
　き
　
　
　
　
　
　
　は
に
し
な
ぐ
ん
 

さ
な
　だ
　ま
さ
ゆ
き
 

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る
　こ
 

 　よ
　
だ
　が
わ
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
ご
え
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
　く
 

　ぼ
　
　
　
　
　
　

な
が

わ
 

　
　
　
　
　
　
は
た
　ご
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
し
ろ
 

      　
　
　
　
　
　
し
も
　す
　
わ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
ち
ょ
う
ば
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